
  
末丸大悟 

【糖尿病】 診断時 ・ 現在の気持ち 
～「漢字一文字」 で表すと～ 

前橋日赤糖友会 
「体験談などの語り合い」 

※新型コロナウイルス（COVID-19）の流行を鑑みての中止にご協力いただき、ありがとうございました。本内容は2020年3月5日に予定しておりました内容です。 



2019年の 
「今年の漢字」は 

“令和”の【令】でした。 



【糖尿病と診断された時のお気持ちを 
“漢字一文字”で表すと何になりますか？】 

「  」 
 
 
 

【糖尿病と歩まれる中、現在のお気持ちを
“漢字一文字”で表すと何になりますか？】 

「  」 



アンケート実施期間：X年9月10日～X年10月19日 
 

性別人数： 男性：69（8）人 
  女性：71（14）人   
      未記入：3人         総計：143（22）*人  
 

年代別人数：  10～20代：4（3）人 
    30～40代：26（2）人 
    50～60代：73（13）人 
    70～90代：40（4）人   
 

罹病期間別人数： 
  0～1年未満：13（0）人 
  1～5年未満：51（6）人 
  5～10年未満：31（5）人 
  10年以上：46（11）人 
  未記入：2人                 ＊（ ）内：1型糖尿病 



【糖尿病と診断された時のお気持ちを 
          “漢字一文字”で表すと何になりますか？】 
 

漢字 
（総人数） 

 性別 
   人数 

年代別 
  人数 

 罹病期間別 
        人数 

 
 

1 驚 
（16人） 

 
 

2 悲 
（11人） 

 
 

3 無 
（6人） 

ベスト 5 



【糖尿病と診断された時のお気持ちを 
          “漢字一文字”で表すと何になりますか？】 
 

漢字 
（総人数） 

 性別 
   人数 

年代別 
  人数 

 罹病期間別 
        人数 

 
 

4 嫌 
（4人） 

 
 

4 暗 
（4人） 

ベスト 5 



【糖尿病と歩まれる中、現在のお気持ちを 
          “漢字一文字”で表すと何になりますか？】 
 

漢字 
（総人数） 

 性別 
   人数 

年代別 
  人数 

 罹病期間別 
        人数 

 
 

1 友 
（9人） 

 
 

1 忍 
（9人） 

 
 

3 楽 
（5人） 

ベスト 5 



【糖尿病と歩まれる中、現在のお気持ちを 
          “漢字一文字”で表すと何になりますか？】 
 

漢字 
（総人数） 

 性別 
   人数 

年代別 
  人数 

 罹病期間別 
        人数 

 
 

4 治 
（4人） 

 
 

4 頑 
（4人） 

ベスト 5 



診断された時の気持ちを「驚」と表された患
者さんの中で、現在の気持ちがどのように
変化したか、ピックアップしてみました。 



40代男性、罹病期間：1～5年未満  「驚」 → 「忍」 

「忍」：食事制限はキツイ（好きなものを満足いくまで食べ
られない）。 
 
40代女性、罹病期間：5～10年未満  「驚」 → 「縁」 

「縁」：なかなか数値が下がらなかったけど、今の薬に出
会えてコントロールできているし、先生との出会いも縁だ
なと思っています。 
 
60代男性、罹病期間：1～5年未満  「驚」 → 「楽」 
「楽」：何とかなるといつも楽しい気持ちでいたい。 
 
60代女性、罹病期間：1～5年未満  「驚」 → 「友」 

「友」：長いつきあいになっていくと思い、常に意識する存
在です。 



1型糖尿病以外の患者さんからは次のような
回答もあり、ピックアップしてみました。 



50代男性、罹病期間：1～5年未満  「軽」 → 「重」 

「軽」：診断された時は糖尿病を理解していなかった。軽く
考えていた。 
  ↓ 

「重」：失明の危険の一歩手前まで進行していたところか
らHbA1cが低下するまで長い時間が必要だった。重い病
気にかかっていたと感じた。 
 
60代女性、罹病期間：5～10年未満  「笑」 → 「弱」 

「笑」：甘いもの、フルーツが好きで太ってしまい、糖尿病
になったのだと笑ってしまいました。 
  ↓ 

「弱」：食べ物を注意して食べれば、数値も下がるのに、自
分に勝てない弱さがある。 



50代男性、罹病期間：0～5年未満  「暗」 → 「探」 
「暗」：率直に絶望的な暗い気持ちになったためです。 
  ↓ 

「探」：食べる物、量など、まだ自分の中で定型化できてお
らず、手探りの状態のためです。 
 
60代男性、罹病期間：1～5年未満  「暗」 → 「明」 

「暗」：長い間、健康と言われていたのに突然言われたの
で不安を感じた。 
  ↓ 
「明」：自分の身体と向き合う意識が非常に増した。 



50代男性、罹病期間：10～20年未満  「疑」 → 「続」 
「疑」：なぜ自分が？という信じられない気持ちでした。 
  ↓ 

「続」：生活の中で色々な事を続けていく事が大切だと感
じているため。 



1型糖尿病の患者さんからは次のような
回答があり、ピックアップしてみました。 



10代女性、罹病期間：1～5年未満  「悲」 → 「辛」 

「悲」：家族の遺伝でなるかもと思いましたが、まさか自分
が本当になるとは思わなかった。 
  ↓ 

「辛」：いくらインスリン打っているからといっても、食べる
物を気にしなければいけない。なかなか人に打ち明ける
ことができない。 
 

20代男性、罹病期間：5～10年未満  「静」 → 「共」 

「静」：診断された当時は病気の実感が湧かず、特に取り
乱したりもしなかったので、この漢字がふさわしいと思い
ました（家族は大変騒がしかったですが）。 
  ↓ 

「共」：自分の体にかかえている糖尿病も自分の一部とし
て受け止めて、共に生きていこうと考えているので、この
漢字にしました。 



40代女性、罹病期間：10～20年未満  「悲」 → 「諦」 

「悲」：ただひたすらに悲しく不安でした。これから一生ずっ
とこの病と付き合うことがどんなことかも分からず、受け止
めきれず、何故なのかと考える日々でした。 
  ↓ 

「諦」：いい意味で人と同じであることを諦め、病のある自
分を受け入れることができています。何か物事を諦めて
いるわけではなく、血糖を測ったり、低血糖で思い通りに
できないことも自分なのだと諦めて生活しています。 
 
50代女性、罹病期間：1～5年未満  「悲」 → 「望」 
「悲」：一生、インスリンを投与しないといけないから。 
  ↓ 
「望」：根治を夢みて。 



60代女性、罹病期間：20年以上  「白」 → 「明」 

「白」：先生に治らないと言われ、どん底な気持ちでした。
出産と同じだったのでなおさらでした。 
  ↓ 
「明」：30年間コントロールして、合併症はないし、仕事も
出来ています。元気な生活をおくれています。 



アンケートにご協力いただいた患者さんに 
 

この場をかりて感謝を申し上げます。 



糖尿病と診断された患者さんが、 
決して治らない病と告げられた際、 

患者さん自身が糖尿病をどのように受け容れられているのか 
 
 

インスリンを初めて導入される患者さん、 
これまでインスリンをやってきた患者さんと様々ですが、 

インスリン導入・注射指導の際、 
患者さん自身が注射をどのように受け容れられているのか 

 
 

いずれにしても 
患者さんの気持ちに寄り添うことは大切だと思っております。 





「新聞の短歌をみて、俺も短歌を詠んできたよ」
と、外来でいただいたメモ 

医
師
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俺 
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糖尿病とうまく付き合っていくために 

日常生活上の重要なことをまとめた 「A～I」 

すえまる内科ホームページより 



2016年5月19日～5月21日 

京都にて開催 
 

清水寺 森清範 貫主 

 

「未来の糖尿病学」を表す 

漢字一文字 

   

「歩」 を揮毫 

 

・患者さん自ら，糖尿病とともに歩んでいく 
 

・医療者は患者さんとともに歩んでいく 

“一歩一歩” 



病気の予防、早期発見・治療につなげるべく、 
ぜひ定期的な健診・検診をうけましょう。 

前橋赤十字病院 東側の庭より 
2019年6月28日撮影 



御覧いただき、ありがとうございました。 

旧前橋赤十字病院  9階会議室より 
  ※かつて糖友会はここで開催しておりました。 


